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こ
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傾
向
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低
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の
法
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に
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す
る
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ン
の
問
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提
起
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一
、
は

し

ヵー

き

木
稿
は
、

七
日
九
)
を
中
心
に
し
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
」
の
統
計
的
検
証
に
つ
い
て
、
ギ
ル
マ
シ
の
著
作
『
利
潤
率
の
低
落
』
(
一
九
五

い
わ
ゆ
る
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
」
は
「
資
本
論
』
第
三
巻
第
三
篇
第
十
三
章
に
お
い
て
、
「
資
本
制
生
産
様
式
の
本
質
か
ら

託
明
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
定
式
化
と
現
実
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
く
か
ら
批
判
が
あ
つ
れ

vv最
近
に
お
い
て
も
、

p
・

経
済
学
研
究
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ギ
ル
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と
同
様
な
万
法
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
和
制
州
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中
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算
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
さ
の
も
の
が
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る
o
l
-
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ニ
、
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
に
か
ん
す
る
ギ
ル
マ
ン
の
問
題
提
起

ギ
ル
マ
シ
の
著
者
の
内
容
に
た
ち
い
る
ま
え
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
応
こ
の
法
即
を
定
式
化
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
次
の
よ
う
な
「
仮
説
的
に
設
け
ら
れ
た
序
列
」
を

周
知
の
よ
う
に
、
「
資
本
論
』
第
三
巻
第
一
一
一
篇
第
十
三

に
お
い
て
、

あ
げ
て
、
「
法
則
そ
の
も
の
」
を
説
明
し
て
い
る
。
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H
H
C
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・
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、
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l
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H
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J

l

旬。。
山
労
賃
と
労
働
日
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
問
一

O
Oと
い
う
可
変
資
本
が

一
定
数
の
運
動
さ
せ
ら
れ
て
い
る
労
働
者
数
の
指
擦
を
あ
ら
わ
し
、

mw剰
余
価
値
率
が
一

O
O
。ハ

l
セ
シ
ト
で
あ
り
、
附
不
変
資
本
の
物

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
序
列
に
お
い
て
、

「
仮
説
」
の
内
容
を
な
す
も
の
は

そ
れ
と
同
じ
比
率
で
は
な
く
と
も
、
総
資
本
の
価
値
量
を
増
大
さ
せ
る
、

質
量
の
増
大
が
、
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済
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利
組
側
率
低
議
後
加
の
統
計
的
検
託

ダ正
謀議

こ
の
よ
う
な
資
本
構
成
の
段
階
的
変
動
が
、
個
々
の

で
な
く
、

れ
少
な
か
れ
す
べ
て
の

ま
た
は
決
定
的
な

主
産
部
認
で
生
ず

ば
、
い
馴
料
余
僻
穣
街
中
が
間
同
等
不
変
な
ら
ば
、
一
数
的
利
潤
倒
率
の
段
階
的
裁
落
が
生
ず
る
に

に
く
ら
べ
て
相
対
的
に
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

、
z
、0
・2

P
V
手
ん
2
L
V

，
綱
引

方

刊

に

の

の
一
法
制
問
」
で
あ
る
。

ζ

の

の

ζ

ろ
は
、
「
与

の
可
変
資
本
に
よ
っ
て
密
自
に
さ
れ
る
関
一
数

の
労
働
殺
、

i司

の
内
部
で
発
展
し
つ
つ
あ
る
独
自
の

に
よ
っ
て
、
た
え
ず
鍛
大
す

量
の
労
働
手
段
、
機
械
、

感
料
お
ま
び
補
昆
材
料
を
!
lー
し
た
が
っ
て
ま
た
た
え
ず
増
大
す
る
価

穫
量
の
不
変
資
本
会
!
iー陪

本
が
不
変
資
本
に
く
ら
べ
て
格
対
的
に
減
少
す
る
と
い
う
ζ

と
は
、

に
消
費
す

と
い
ャ
つ
こ
と

し
た
が
っ
て
、

の
有
機
的
構
成
が
高
度
化
ず
る
こ

こ
の
こ
と

は
ま
た
「
労
働
の
社
会
的
生
産
力
の
累
進
的
発
援
を
あ
ら
わ
ず
刻
側
の

大
し
て

の
労
働
者
に
よ
っ
て
よ
り
少
な
い
労
働
，
ぞ
も
っ
て

の
価
僚
は
ま
ず
ま
ず
安
く
な
り
、
個
々
の
生
援
物
は
、
よ
り
誕
い
生
媛
段
贈
の

に
転
形
さ
れ
る
と
い

つ
で
あ
ら の
東
料
お
よ
び
鵠
滋
材
料
が
純
一
数

の
穏
健
盆
が
櫛
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ぜ
あ
り
、
よ

を
表
現
す
る会と
しもるい

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
ぞ
れ
ゆ
え
、
前
掲
の

K
設
け
ら
れ

く
ら
べ
て

よ
り
少
量
の
労
働

の
現
笑
約
額
向

、AP

、

'CBピ

般
的
科
潟
市
ゅ
の
累
進
的
缶
詰
の
鰭
向
は
、
労
働
の

つ
に
す
ぎ
な
い
よ
「
か
く
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
鎖
的
生
設
様
式
が
進
畏
す
る
う
ち
に

の
累
進
的
発
展
そ
あ
ら
わ
ず
皆
本
鎖
的
生
産
に
独
自
な

の

較
的
な
平
均
剥
余
価
値
率
は
減

落
I:YJ 
な
れー
で般
い会ち
る科
の i問
で率
あと
るすな
L3ぱつ
て
現
わ
れ
る

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
自
明
な
必
然
協
と
し

資
本
倒
的
生
産
機
式
の
本
賢
か
ら

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
斜
潤
講
の
累
議
的
低
落
の
法
則
は
、
利
講
堂
の
結
対
的
増
加
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
判
利
器
市
内
十
の
援
落
を
科



潤
量
の
絶
対
的
増
加
で
補
お
う
と
す
る
資
本
家
の
衝
動
を
生
み
だ
す
。
か
く
し
て
、
「
同
一
諸
原
因
か
ら
生
ず
る
利
潤
率
の
減
少
お
よ
び
絶

こ
の
二
者
斗
争
的
な
法
則
」
は
、
「
資
本
の
築
積
を
条
件
づ
け
る
。

対
的
利
潤
分
量
の
同
時
的
増
加
と
い
う
、

け
だ
し

い
ま
や
生
産
条

件
が
老
大
量
の
資
本
の
充
用
を
命
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
資
本
の
集
中
、
す
な
わ
ち
大
資
本
家
に
よ
る
小
資
本
家
の
併
呑
、

お
よ
び
小
資
本
家
の
資
本
喪
失
を
条
件
づ
け
る
。
:
:
:
求
心
力
の
ほ
か
に
抵
抗
的
諸
傾
向
が
た
え
ず
く
り
返
し
て
遠
心
的
に
作
用
し
な
け

上
の
過
程
は
や
が
て
資
本
制
的
生
産
を
崩
壊
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
」
。

片
山
、
斗
」
匹
、

;
l
 

向
と
し
て
の
性
格
を
与
え
る
。

そ
れ
ら
が
一
般
的
法
則
の
作
用
と
交
錯
し
、
e

こ
れ
を
止
揚
し
、
こ
れ
に
た
だ
一
傾

こ
の
よ
う
な
「
反
対
に
作
用
す
る
諸
原
図
」
の
う
ち
一
般
的
な
も
の
は
山
労
働
の
搾
取
度
の
潟
大
、
間
労

働
力
の
価
値
以
下
へ
の
労
賃
の
引
下
げ
、
間
不
変
資
本
の
諸
要
素
の
抵
廉
化
、
凶
相
対
的
過
剰
人
口
、

mw対
外
商
業
、
開
株
式
資
本
の
増

で
あ
る
。

ぷ

}
J
H
H

、

J

j

J
ん

反
対
に
作
用
す
る
諸
原
因
が
絶
え
ず
働
き
、

こ
れ
ら
の
「
反
対
に
作
用
す
る
諸
原
因
」
に
つ
い
て
、

「
こ
の
反
対
作
用
は
法
則
を
止
揚
は
し
な
い
が
、
法
則
の
作
用
を
弱
め
る
。
で
な
け
れ
ば
、
一
般
的
利
潤
率
の
低
落
で
な
く
、
逆
に
こ
の

低
落
の
相
対
的
緩
慢
さ
が
把
握
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
法
則
は
傾
向
と
し
て
の
み
作
用
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
作
用
は
一
定
の

は
っ
き
り
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
。

マ
ル
ク
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。
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事
情
の
も
と
で
長
期
間
に
の
み
、

さ
て
、

ギ
ル
マ
ジ
に
移
ろ
う
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
を
、
資
本
主
義
の
「
経
過
的
性
格
」
を
あ
ら
わ
す

「
運
動
法
則
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら
え
る
。
ギ
ル
マ
シ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
運
動
法
則
」
と
し
て
、

低
落
の
法
則
、
問
循
環
的
恐
慌
の
激
化
の
法
則
、
間
資
本
の
集
積
と
集
中
の
法
則
、
山
間
労
働
者
階
級
の
貧
困
化
の
法
則
、
と
し
て
要
約
し
、

ハ8
V

と
く
に
利
潤
率
低
落
の
法
則
が
、
他
の
「
運
動
法
則
」
を
「
条
件
づ
け
る
要
因
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
利
潤
率

マ
ル
ク
ス
は
、
何
利
潤
率

経
済
学
研
究

ムノ、



利
潤
率
低
落
法
則
の
統
計
的
検
証

佐
藤

低
落
法
則
の
妥
当
性
は
「
資
本
主
義
の
将
来
」
の
評
価
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
。
だ
か
ら
、
利
潤
率
低
落
法
則
の
妥
当
性
を
理
論

的
に
も
経
験
的
に
も
吟
味
し
よ
う
と
い
う
の
が
ギ
ル
マ
シ
の
著
書
全
体
を
通
ず
る
「
課
題
」
で
あ
る
。

不
変
資
本
を

c
、

価
値
率
と
し
、
利
潤
率
Y
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
わ
す

ギ
ル
マ
シ
は
、

可
変
資
本
を

u
、
剰
余
価
値
を

s
で
表
わ
し
、

ま
た

c
u
を
資
本
の
有
機
的
構
成
、

S

一U
を
剰
余

件。

十|的
<::1 

伯尚
h

h
p
e
 

i
l
i
 

e

e

 

h
 e
 

M
Y
+
H
 

G
 

こ
こ
で

S

一U
が
一
定
と
す
れ
ば
、

ま
た

c
一U
が
増
大
す
れ
ば
、
利
潤
ネ
は
低
落
す
る
。

そ
こ
で

ギ
ル
マ
ン
は
「
二
つ
の
問
題
点
」
を
提
起
す
る
。
第
一
は
、
「
技
術
的
進
歩
」
が
常
に
U

に
比
較
し
て

c
の
価
値
の
増
加
を

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
第
二
は
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
と
も
な
い
、
剰
余
価
値
率
一
定
と
い
う
仮
定
は
維
持

こ
の
こ
つ
の
問
題
点
が
、
マ
ル
ク
ス
の
利
潤
率
低
落
の
法
則
に
と
っ
て
「
決
定
的
な
問
題
」
で
あ
る

- 80-

意
味
す
る
か
ど
う
か
、

さ
れ
る
か
、

と
彼
は
考
え

る5と

つ
問
題
で
あ
る

マ
ル
ク
ス
は

こ
れ
ら
の
問
題
を
「
反
対
に
作
用
す
る
諸
原
因
」
の
な
か
で
「
間
接
的
に
」
答
え
て
い
る
が
、

こ
の
マ
ル
ク
ス
の
説
明

は
、
利
潤
率
の
低
落
が
な
ぜ
「
よ
り
大
、

ま
た
は
急
速
で
な
い
か
」
を
明
ら
か
に
す
る
に
す
ぎ
な
い
。と
ギし
ノレ か
マも
γ 、
は「
考不
ぇ変
るa資
。ぶ

しの
か諸
も要
素

の
低
廉
化
」
と
い
う
要
因
は
、

マ
ル
ク
ス
の
時
代
と
異
な
っ
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
と
思
わ
れ
る
、

し、flス
O~ ウ

イ

ジ

ス
ト
レ
イ
チ

l
、

イ
1
ト
ン
、

ド
ッ
ブ
の
よ
う
な
従
来
の
説
明
も
、
上
記
の
問
題
に
積
極
的
な
解
答
を
与
え
て
い
な

か
く
し
て
、

ギ
ル
マ

γ
は、

「
法
則
の
統
計
的
検
証
」
の
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
達
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、

マ
ル
ク
ス
は
多
く
の
場



合
、
「
公
明
比
良
一
日
0
目
的
」
に
も
と
づ
い
て
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
利
潤
率
低
落
の
法
則
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
そ
う
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス

の
時
代
に
は
法
則
を
検
証
す
る
た
め
の
事
実
を
も
た
な
か
っ
た
が
、
今
日
で
は
「
事
実
の
蓄
積
」
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
利
用
し
う
る
統
計

は
少
な
い
が
、
「
資
本
主
義
的
事
業
経
営
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
適
合
す
る
よ
う
に
報
告
も
し
な
け
れ
ば
、
官
庁
統
計
機
関

は
そ
の
よ
う
な
統
計
を
作
製
も
し
な
い
だ
ろ
う
に
従
っ
て
、

ζ

の
よ
う
な
点
を
心
に
と
め
て
統
計
を
利
用
す
れ
ば
、
「
統
計
は
、
乙
の
法

ハHJV

則
に
横
た
わ
る
仮
説
の
検
証
の
た
め
に
公
平
な
近
似
値
と
し
て
役
立
ち
う
る
」
。

乙
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
づ
い
て

ギ
ル
マ
シ
は

利

潤
率
低
落
の
法
則
の
統
計
的
検
証
に
と
り
か
か
る
。

a4l ll3)四回目。1)(9) 18) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 
区
号
岡
山
同
)
富
岡
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H
試
宮
内
・
回
円
凶
・
口
阿
・
・
巴
由
N
」
可
申
吋
]
担
問
切
由
ユ
山
口
H
U
E
-

∞-N
∞
∞
・

窓
母
岡
山
田
・
間
・

0
・
・
m
ω
・
日
8
1
N
8
・

沼
田
吋
岡
山
胆
・
由
・
。
-
-
m
.
N品
0.

回
向
伊
可
H
u
p
・
白
-
。
-
-
m
-
N
A
F
叶
・

民
P
H
H
山
田
・
国
・

9
・
m
-
M
B
-

単
向
田
吋
岡
山
田
・
担
-
。
・
・
剛
門
担
問
V
・
H
A
H
-

出
向
H
W
可
H
u
m
H
・
回
-
。
s
m
-
M白
4
・

の
日
ロ
g
但
口
一
O
M
M
-
a
f
H
)
・
H
・

2
口
百
富
山
。
匂
・
ロ
山
?
"
匂
・
H
0
・

の
芭
H
H
M
E
ロ
山
。
匂
・
ロ
日
付
-
w
H
}
一
予
見
IH∞・

。
口
】
呂
田
ロ
U
O
℃
・
a
f
M
M
・
H
P
口
同
・
司
・
N
∞
・

2
ロ
g
g
h
O
M
V
・
ロ
山
?
"
M
V
・
M
∞
・

の

E
B白
H
M
U
O
H
M
-
白
山
仲
-
-
M
V
-
Y
N
U
I
ω
0
・

の
山
口

B
白
H
H
U
O
匂
・
白
山
?
"
問
)
匂
・
ω
H
l
ω
N
・
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利
潤
率
低
落
法
則
の
統
計
的
検
証

佐
藤

一
品
、
法
則
の
統
計
的
検
証

ギ
ル
マ
シ
は
、

フ
ロ

1
基
準
出
0
4弓

σ山
田
町
と
ス
ト
ッ
ク
基
準
田
宮
島
ぴ
同
即
日
印
と
い
う
こ
種
類
の
計
算
方
法
を
使
っ
て
、

法
則
の
統
計
的

検
証
を
試
み
て
い
る
。

フ
ロ

1
基
準
と
い
う
の
は
、
「
消
費
さ
れ
た
資
本
に
も
と
づ
く
計
算
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
固
定
不
変
資
本
部
分
を
考
慮
に
い
れ
な
い
で
、

流
動
不
変
資
本
と
可
変
資
本
に
も
と
づ
い
て
計
算
す
る
計
算
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ト
ッ
ク
基
準
と
い
う
の
は
、

に
も
と
づ
く
計
算
」
で
あ
り
、
固
定
不
変
資
本
部
分
を
考
慮
に
い
れ
た
計
算
で
あ
る
。

「
投
下
さ
れ
た
資
本

具
体
的
に
は
、
利
潤
率
が
、
剰
余
価
値
を
不
変
資
本
プ
ラ
ス
可
変
資
本
で
割
っ
た
も
の
と
理
解
す
る
な
ら
、
合
衆
国
製
造
工
業
セ
シ
サ

ス
の
な
か
か
ら
、
不
変
資
本
部
分
と
可
変
資
本
部
分
お
よ
び
剰
余
価
値
を
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
可
変
資
本
部
分
は

フ
ロ

I
基
準
で
は
、
合
衆
国
製
造
工
業
セ
ン
サ
ス
の
「
原
料
、
材
料
、
燃
料
、
購
入
電
力
お
よ

工
場
と
設
備
の
減
価
償
却
控
除
部
分
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

ハ3
ゾ

セ
シ
ナ
ス
の
「
賃
金
」
に
相
当
す
る
と
み
な
す
。

- 82ー

不
変
資
本
部
分
に
相
当
す
る
も
の
は
、

び
委
託
仕
事
」
の
価
値
に
、

減
価
償
却
の
資
料
が
一
九
一
九
年
以
降
し
か
得
ら
れ
な
い
の
で
、

ギ
ル
マ
シ
は
、
フ
ロ

1
基
準
の
計
算
を
一
八
四
九
年
か
ら
一
九
三
九

年
ま
で
減
価
償
却
を
除
い
た
部
分
の
計
算
と
、
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
減
価
償
却
を
含
め
た
計
算
に
区
分
し
て
い
る
。

剰
余
価
値
は
、
前
者
の
場
合
に
は
、
生
産
物
価
値
か
ら
原
料
そ
の
他
プ
ラ
ス
賃
金
を
差
引
い
て
得
ら
れ
る
。
後
者
の
場
合
に
は
、
更
に

減
価
償
却
分
を
差
引
く
。

し
た
が
っ
て
、
利
潤
率
、
剰
余
価
値
率
、

お
よ
び
資
本
の
有
機
的
構
成
を
計
算
す
る
た
め
の
数
字
は
次
の
第
一
表
か
ら
得
ら
れ
る
。



(単位百万ドル)

|Blc  lDlElF  年 生産物価値 附加附 官¥i:堂本主ロ主c也/ 九1変ぷ1 総資本 I総剰余価値
資 本口り (c+世) I (A-E=s) 

1849 1019 464 555 237 792 227 

1859 1886 854 1032 379 1411 475 

1869 3386 1395 1991 620 2611 775 

1879 5370 1973 3397 948 4345 1025 

1889 9372 4210 5162 1891 7053 2319 

1899a 13000 5657 7314 2321 9665 3335 

1899b 11033 4647 6386 1893 8279 2754 

1904 14253 6019 8234 2441 10675 3578 

1909 19945 8162 11783 3206 14989 4956 

1914c 23278 9386 13892 3783 17675 5603 

1919 59964 23735 36229 9611 45840 14124 

1921 41650 17253 24397 7451 31848 9802 

1923 58181 24569 33612 10148 43760 14421 

1925 60809 25667 35142 9980 45122 15687 

1927 60335 26325 34010 10099 44109 16226 

1929 67994 30591 37403 10885 48288 19706 

1931 39829 18600 21229 6689 27918 11911 

1933 30558 14008 16550 4940 21490 9068 

1935 44994 18553 26441 7311 33752 11242 

1937 60713 25174 35539 10113 45652 15061 

1939 56843 24683 32160 41250 15593 

表1 第

経
済
学
研
究

一
六

〔資料JHistorical Statistics of The United States. 1789-1945. U. S. Depar-
tment of Oommer巴白 1949. Series J. 1-12， p. 179. Gillman; op. cit.， 
Appendix 1. 

a. 手工業および家内工業を合心。

b. 手工業および家内工業を含まない。

巴. 1914年以降は年生産物が 5000ドル以上の事業所。

以上。

それ以前は 500ドル

- 83-
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利
潤
率
低
溶
法
則
の
統
計
的
検
証

第 2表

年利潤率

第 3 表

剰余

価値率
年

27.6 135 

111 

3.9 1919 

34 125 1859 25.2 3.4 1920 

30 125 3.2 1869 26.0 116 

124 

3.5 1921 

24 108 3.6 1879 27.2 3.5 1922 

33 123 2.7 

3.2 

1889 28.6 128 

131 

3.5 1923 

{t主
藤

35 144 1899a 

1899b 

28.9 3.6 1924 

33 145 3.4 30.3 142 3.7 1925 

34 147 3.4 1904 30.4 140 3.6 1926 

33 155 3.7 1909 31.6 144 3.6 1927 

32 148 3.7 1914c 34.1 159 3.7 1928 

31 147 3.8 1919 35.4 164 3.6 1929 

31 132 3.3 1921 35.0 

34.4 

161 3.6 1930 

33 142 3.3 1923 154 3.5 1931 

35 157 3.5 1925 31.5 145 3.6 1932 

37 161 3.4 1927 32.9 154 3.7 1933 

41 181 

178 

3.4 1929 29.6 137 3.6 1934 

43 

42 

33 

184 

154 

3.2 

3.4 

3.6 

1931 

1933 

1935 

28.2 

30.2 

28.6 

136 

150 

3.8 

4.0 

1935 

1936 

33 

38 

149 

1939 I日
注 a， b， c第 1表の注参照。

172 

3.5 1937 

1937 

1938 

第
一
表
か
ら
、
資
本
の
有
機
的

構
成
町
¥
也
、
剰
余
価
値
率
的
¥
也
、

お

ばよ
第び
二利
表潤
の率
よと
っ 2
1こ てま
なを
る究計
r 算

す
れ

つ
ぎ
に

減
価
償
却
控
除
分
を

考
慮
に
入
れ
て

一
九
一
九
年
か

ら
一
九
三
九
年
ま
で
の
各
年
に
つ

い
て
、
利
潤
率
、
剰
余
価
値
率
お

すよ
るび
と資
第本
三の
表有
の機
よ的
う構
lこ成
なを
る電計
。算:

- 84-

以
上
の
よ
う
な
フ
ロ

l
基
準
の

計
算
か
ら
は

マ
ル
ク
ス
の
法
則

と
一
致
す
る
傾
向
は
少
し
の
例
外

を
除
い
て
殆
ん
ど
得
ら
れ
な
い

と
ギ
ル
マ
シ
は
考
え
る
。

か
く
し
て
、
次
の
ス
ト
ッ
ク
基

準
の
計
算
に
移
る
。
こ
こ
で
も

ギ
ル
マ
ル
は

二
種
類
の
計
算
方



表

年 年

1880 0.8 (1.5) 102 122 (69) 1934 4.0 (5刈 一(ー)

1890 1.1 (1幼 114 102 (60) 1935 3.4 (4.7) 130 38 (28) 

1900 1.7 (2.6) 132 79 (50) 1936 3.0 (4.3) 

1912 2.3 (3.2) 137 61 (42) 1937 2.7 (4.0) 130 48 (33) 

1919 3.2 (4.3) 125 40 (29) 1938 3.5 (4.9) 一(一)

1920 3.1 (4.3) 一(一) 1939 3.0 (4.3) 151 50 (35) 

1921 4.1 (5.6) 103 25 (18) 1940 2.8 (4.0) 一(ー)

1922 3.5仏.7) (一) 1941 2.2 (3.4) (一)

1923 3.0 (4.2) 121 41 (2め 1942 1.8 (2.7) 一(ー)

1924 3.2 (4刈 一(一) 1943 1.5 (2.2) 一(一)

1925 3.1 (4.3) 136 44 (32) 1944 1.5 (2.1) 一(ー)

1926 3.0 (4.4) 一(ー) 1945 1.9 (2.5) (ー)

1927 3.1 (4.4) 139 45 (32) 1946 2.3 (3.3) 一(一)

1928 3.2 (4劫 一(一) 1947 2.4 (3.3) 129 54 (39) 

1929 3.1 (4.4) 159 51 (36) 1948 2.5 (3.5) 一(一)

1930 3.7 (5心 (一) 1949 2.8 (3.8) 129 46 (34) 

1931 4.4 (5.9) 147 33 (25) 1950 2.7 (3.6) 141 53 (40) 

1932 5.6 (7.3) 一(一) 1951 2.6 (3.5) 133 52 (38) 

1933 4.9 (6.7) 150 31 (2幼 1952 2.6 (3.6) 132 51 (37) 

剰宅|利 j問率
価値中|
(%) I (%) |臨:1

4 

開銭円(zyll
第

|議論:1経
済
学
研
究

一六

法
を
示
す
。
第
一
は
、
利
潤
市
中
を
剰
余
価
値

+
固
定
資
本
の
価
値
で
示
す
方
法
で
あ
り

第

は

剰
余
価
値
+
(
固
定
資
本
価
値
+

原
料
、
材
料
な
ど
の
在
庫
品
の
価
値
)
を
利

潤
率
と
し
て
示
す
方
法
で
あ
る
。
第
一
の
方

法
は
、
賃
金
の
ス
ト
ッ
ク
が

一
九
五
三
年

但し，在庫を含んだ計算の剰余価値率は変らない。

に
ア
メ
リ
カ
の
非
農
業
の
卒
業
所
の
殆
ん
ど

七
五
%
が
週
給
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
、

年
賃
金
支
払
総
額
を
五
二
で
割
る
と
、
殆
ん

- 85-

ど
無
視
し
う
る
額
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
も

でと
はづ
なく
く
てし
ミえ た

ゑ空
利 Jこ
i関」

受利
二潤
八一，-

芳は
tし
¥伺

1J. ，-、">
る5十

第
二
の
方
法
は
、
不
変
資
本
の
固
定
部
分
と

流
動
部
分
を
併
せ
た
も
の
を
考
慮
す
る
方
法

で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
工
場
お
よ
び
設
備
の

え価
て催[
総 lζ
資原
本料
と材
す料
る?の
が在

庫
部
分
の
価
f直
'2:" 

力日

つ
ぎ
に

ス
ト
ッ
ク
基
準
の
利
潤
卒
、
剰



利
潤
率
低
怒
法
則
の
統
計
的
検
証

佐
藤

余
価
値
率
お
よ
び
資
本
の
有
機
的
構
成
の
表
を
示
そ
う
。
(
カ
ツ
コ
内
は
在
庫
投
資
を
含
ん
だ
計
算
〉
。
(
第
四
表
)

さ
て
こ
の
表
か
ら
知
ら
れ
る
ζ

と
は

マ
ル
ク
ス
の
法
則
に
全
く
反
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
資
本
主
義
の
発
展
が
、
吉
川
自
民

R
E
B
の
段
階
か
ら

B
R
F
E
o
p
n
E
E
の
段
階
に
移
り
、
自
由
競
争
の
段
階
か
ら
独
占
資
本
主
義

の
段
階
に
移
っ
た
た
め
で
あ
る
と
、
ギ
ル
マ
シ
は
推
論
す
る
。
し
か
し
、
独
占
段
階
の
成
立
と
と
も
に
、
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則

九
一
九
年
以
降
、

は
作
用
す
る
の
を
や
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
ギ
ル
マ
シ
は
設
問
し
、

二
つ
の
解
答
が
可
能
で
あ
る
と
白
ら
答
え
る
。
す
な
わ
ち

つ

上
の
設
問
に
肯
定
を
以
っ
て
答
え
る
こ
と
で
あ
り
、
今
ひ
と
つ
の
答
は
、

ζ

れ
ま
で
の
利
潤
率
低
落
法
則
の
公
式
甘
吋
H
H
M

三
回
が

現
実
に
合
致
し
な
く
な
っ
た
た
め
、
新
し
い
公
式
と
と
り
か
え
る
こ
と
で
あ
る
。

の
奴
口
は
、

か
く
し
て
、

ギ
ル
マ
シ
は
「
伝
統
的
公
式
」
を
定
式
化
し
践
す
こ
と
を
提
唱
す
る
。

第 そ
の
定
式
化
し
直
す
と
と
に
と
っ
て
重
要
な
要
因
を
ギ
ル
マ
シ
は
、
次
の
三
つ
の
項
目
に
整
理
す
る
。

に
、
ア
メ
リ
カ
の
独
占
資
本
の
成
熟
に
よ
っ
て
、
剰
余
価
値
の
生
産
と
実
現
の
形
態
が
変
化
し
た
こ
と
。

← 86ー

第
二
に
、

生
産
技
術
の
革
新

K
よ
っ
て
、
不
変
資
本
を
余
り
増
加
さ
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
。

つ
ま
り
広
告
な
ど
の
費
用
の
増
大
。

第
三
に
、
剰
余
価
値
実
現
の
費
用
の
増
大
、

以
上
の
三
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
ギ
ル
マ
ン
は
、
第
六
章
「
再
定
式
化
の
必
要
」
に
お
い
て
詳
論
し
て
い
る
が
、

わ
れ
わ
れ
は
、
次
の

第
七
章
「
剰
余
価
値
と
不
生
底
的
支
出
」
に
お
け
る
ギ
ル
マ
シ
の
新
し
い
利
潤
率
の
計
算
に
移
ろ
う
。

い
ま
ま
で
の
総
剰
余
価
値
は
「
粗
剰
余
価
値
唱
。
∞
m
m
号
1
5
t
g
z
p一
で
あ
っ
て
、
「
純
剰
余
価
値
ロ
主

的ロ

G-5a〈
回
目
ロ
と
で
は
な
い
、
と
し
て
、

μ
な
る
新
し
い
記
号
を
使
っ
て
、
「
不
生
定
的
労
働
者
の
俸
給
お
よ
び
貴
金
、

費
用
、
広
告
費
お
よ
び
他
の
す
べ
て
の
管
国
費
と
租
税
」
を
一
五
日

こ
ζ

で

ギ
ル
マ
シ
は

す
べ
て
の
販
売

そ
う
す
る
と
純
利
潤
率
は

フ
ロ

1
基
準
で
は
、

(
M
l
R
)
会
十
せ
+
ミ
)
で

ス
ト
ッ
ク
基
準
で
は
、
(
的
i
g
k
で
表
わ
さ
れ
る
。



一
九
二
九
年
お
よ
び
一
九
三
九
年
に
つ
い
て
計
算
す
る
と
、
次
の
第
五
表
の
よ
う
に
な
一
ヤ

次
に
、
フ
ロ

l
基
準
の
利
潤
率
を
同
じ
く
二
九
一
九
年
、
一
九
二
九
年
、
一
九
三
九
年
に
つ
い
て
計
算
す
る
と
第
六
表
の
よ
う
に
な
門
出
。

ま
ず

ス
ト
ッ
ク
基
準
で
一
九
一
九
年
、

(単位百万ドル)表5 第
経
済
学
研
究

1939年1929年1919年

3634 

13776 

10142 

652 

17774 

4990 

12784 

969 

12956 

5566 

7390 

855 

込みの純未Ij潤(税控除以前)

見せかけの実現費用
(①ー②)
支払われた利潤(利子と地
代として)

不生産的支出(③ー④)=tる

総剰余価値=s

② 

③ 

① 

④ 

~ 

ノ¥

9490 11815 6535 ⑤ 

4286 5959 6421 純剰余価値(①ー⑤)=8一世⑤ 

9253 10835 9614 本 (v)資変可⑦ 

46 

38750 

11.1 

69 

55 

47540 

12.5 

66 

67 

41566 

15.4 

50 

純剰余価率⑥/⑦x100=s'

ストック基準の総資本

ストック基準の純利潤率
(s-u)/ex100， 
sのうちの U の百分比z 実
現費用

明のうちの旬の百分比

③ 

⑨ 

⑬ 

⑪ 

103 109 68 ⑫ 

表6 第

1939年1929年1919年

33814 39385 37394 フロー基準の不変資本 (0)① 

9490 11815 6535 不生産的支出(幼② 

43304 51200 43929 f国大する e(①十②③ 

9253 10835 9614 本(り)資変可④ 

52557 62035 53543 本(③十④)資i会⑤ 

4.7 

4286 

4.7 

5959 

4.6 

6421 

有機的構成(③/④)

純剰余価値

利潤率
(s-u)/(e+v十u)(⑦/⑤)X100

⑤ 

⑦ 

③ 
8.2 

- 87-
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利
潤
率
低
落
法
則
の
統
計
的
検
証

表7 第

1923 1922 1921 1920 1919 

12.2 

9.8 

1931 

1.3 

1.2 

10.6 

9.8 

2.0 

2.1 

9.2 

8.0 

15.4 

12.0 

ストック基準の利潤率

フロー基準の利潤率

10.2 

8.3 

1924 

佐
藤1939 

11.1 

1938 

5.9 

1937 

11.0 

1936 1935 1934 

3.4 

3.8 

5.8 

1933 1932 

8.2 

ス
ト
ッ
ク
基
準
の
第
五
表
の
よ
う
な
計
算
方
法
の
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
三

九
年
ま
で
の
利
潤
率
と
、
第
六
表
の
よ
う
な
フ
ロ
l
基
準
の
利
潤
率
を
比
較
す

ハ同一〉

る
と
、
次
の
第
七
表
に
な
る
。

4.7 

一
九
一
九
|
二
一
一
一

ス
ト
ッ
ク
基
準
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
.
平
均
を
と
る
と
一
了
九
%

7.9 

一
九
二
四
l
二
八

と
な
る5一
。九

五

九

ま
た
、

(
四
年
間
の
平
均
)

(
五
年
間
の
平
均
)

(
四
年
間
の
平
均
〉

九

九
フ
ロ
l
基
準
の
同
様
な
平
均
は

(
四
年
間
の
平
均
〉

一
九
二
四
|
ニ
八

5.6 

と
な

るf一
。九

五

九

(
五
年
間
の
平
均
)

(
四
年
間
の
平
均
〉

一
了
一
%

一
0
・
七
%

九
・
九
%

- 88-

八
・
八
%

八・

O
%

か
く
し
て
、
ギ
ル
マ
シ
の
再
定
式
化
し
た
利
潤
率
お
よ
び
そ
れ
を
規
定
す
る

こ
要
因
、
剰
余
価
値
不
と
資
本
の
有
機
的
構
成
、

則
が
再
び
完
徹
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

の
計
算
は

マ
ル
ク
ス
の
法

す
な
わ
ち
、
ギ
ル
マ
シ
に
よ
る
と
、
剰
余
価
値
率
一
定
と
い
う
「
仮
定
」
は

「
理
論
的
根
拠
か
ら
も
、
歴
史
的
根
拠
か
ら
も
一
般
に
妥
当
す
る
」
が
、
技
術
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Gillman; op. cit.， p. 33. 
Gillman; op. cit.， p. 33. 
Gillman; op. cit.， p. 37. 

Gi!lman; op. cit.， p. 40. 

Gillman; op.巴it.，pp. 44-45. 

Gillman; op. cit.， p. 54. 
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利
潟
市
中
低
務
法
則
の
統
計
的
検
証

佐
藤

回
、
ギ
ル
マ
ン
の
統
計
的
検
証
の
吟
味

'--

ζ 

で

ギ
ル
マ
シ
の
統
計
的
検
証
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。

(1) 

ま
ず

ギ
ル
マ
シ
の
問
題
提
起
に
つ
い
て
。

ギ
ル
マ
シ
は
、
利
潤
率
の
傾
向
的
低
藷
の
法
則
が
剰
余
価
値
率

定
、
技
術
的
進
歩
は
必
ず
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を
も
た
ら

す
と
、

い
う
二
つ
の
「
仮
定
」
に
も
と
づ
く
、
そ
れ
ゆ
え
、

乙
の
「
仮
定
」
の
妥
当
性
が
統
計
的
に
検
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

と
考
え
て

いマ
A
V

。
だ
が
、
「
資
本
論
』
に
お
い
て
は
、
剰
余
価
値
率
が
増
加
し
て
も
利
潤
率
が
「
長
期
的
に
は
」
低
落
す
る
傾
向
を
も
つ
こ
と
が
屡
々
言
明

さ
れ
て
い
る
。
更
に
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
は
、
剰
余
価
値
率
し
た
が
っ
て
労
働
の
搾
取
度
の
領
向
的
増
加
と
結
び
つ
い
て
い
る
」

ζ

と
、
ま
た
「
剰
余
価
値
率
の
増
加
と
利
潤
率
の
低
落
と
は
、
い
ず
れ
も
、
労
働
の
生
産
性
の
増
大
を
資
本
制
的
に
表
現
す
る
特
殊
的
形
態

に
他
な
ら
な
い
」
こ
と
が
、
「
誤
解
を
さ
け
る
た
め
に
」
と
断
っ
て
、
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。

90 -

ま
た
、
技
術
的
進
歩
が
、
必
ず
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
「
仮
定
」
は
、
『
資
本
論
』
第
一
巻
に
お
い
て
「
治

大
な
歴
史
的
お
よ
び
統
計
的
材
料
」
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
法
則
、
「
資
本
制
的
生
産
様
式
の
発
展
に
つ
れ
て
、
可
変
資
本
は
不
変
資
本
に

比
し
、
し
た
が
っ
て
運
動
さ
せ
ら
れ
る
総
資
本
に
比
し
、
相
対
的
に
減
少
す
る
」
と
い
う
法
則
の
別
の
表
現
で
あ
る
。
こ
の
法
則
も
、
も
ち

ろ
ん
、
「
反
対
に
作
用
す
る
諸
原
因
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
不
変
資
本
の
諸
要
素
の
低
a

脱
化
」
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
」
は
、
ギ
ル
マ
シ
の
よ
う
に
、
「
公
理
」
か
ら
導
か
れ
た
の
で
、
統
計
的
検
証
を
必
要

と
す
る
、
と
い
う
の
は
正
し
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
剰
余
価
値
率
一
定
、
資
本
の
有
機
的
構
成
高
度
化
と
い
う
「
仮
説
」
に
も
と

5

つ
い
て

利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
を
説
明
す
る
た
め
の
「
序
列
」
は
、
「
資
本
制
的
生
産
の
現
実
的
傾
向
」
と
対
決
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
「
資



ハ
2JV

本
制
的
生
産
様
式
の
木
質
か
ら
証
明
さ
れ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

m'-
春、A
、

ふ
れ
，
刀

こ
う
云
つ
で
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、

ギ
ル
マ
シ
の
よ
う
な
統
計
的
検
証
の
必
要
が
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
利
潤
率
の
傾
向
的

低
落
の
法
則
が
「
公
理
」
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
事
実
と
の
対
決
を
全
然
行
っ
て
い
な
い
、

と
い
う
ギ
ル
マ
シ
の
主

に
異
論
を
も
っ
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、

し
か
も
ギ
ル
マ
シ
の
よ
う
に
、
統
計
的
検
証
に
よ
っ
て
「
仮
定
」
を
吟
味
す
る
と
い
う
問
題
提
起
の
仕
方

ス
ウ
イ
ジ

I
や
J
・
ロ
ビ
ン
ソ

γ
の
よ
う
な
、
こ
の
法
則
に
対
す
る
批
判
に
解
答
を
与
え
る

張
を
反
駁
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

と
い
う
意
味
で
大
き
な
意
義
を
も
っ
。
だ
が
む
し
ろ
、
イ
ギ
日
ス
を
典
裂
的
な
資
本
主
義
国
と
し
て
樹
立
さ
れ
た
こ
の
法
則
が
、

ま
た
変
様
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ア
メ
リ

カ
資
本
主
義
に
お
い
て
、
現
実
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
、

一
八
九
九
年
ま
で
は
十
年
毎
、

は
二
年
毎
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
八
九
九
年
ま
で
は
、
調
査
範
囲
に
「
手
工
業
お
よ
び
家
内
工
業
」
を
含
み
、

周
知
の
よ
う
に
、
合
衆
国
製
造
工
業
セ
シ
ナ
ス
は
、

一
九
一
九
年
ま
で
は
五
年
毎

一
九
一
九
年
以
降

- 91ー

(2) 

つ
μ
さ
に

ギ
ル
マ
シ
の
統
計
利
用
に
つ
い
て
。

一
九

O
九
年
ま
で
の

調
査
で
は
年
生
産
価
額
五

0
0ド
ル
以
上
、

一
九
一
四
年
以
降
の
調
査
で
は
年
生
産
価
額
五

0
0
0ド
ル
以
上
の
事
業
所
が
調
査
範
囲
に

含
ま
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
利
潤
率
の
変
動
を
比
較
す
る
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
、
利
潤
率
は
、
景
気
変
動
や
そ
の
他
の
要
因
に
よ
っ
て
一
時
的
に
変
動
を
免
れ
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ギ
ル
マ
シ
の
よ
う
に

異
な
る
期
間
の
指
標
を
、
単
に
直
線
を
あ
て
は
め
て
ト
レ
シ
ド
を
得
た
だ
け
で
法
則
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と
は
不
正
確
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
も
資
料
に
制
約
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
や
む
を
得
な
い
が
、
「
傾
向
」
を
単
に
直
線
で
表
わ
し
た
ト
レ
シ
ド
と
考
え
る

こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。

経
済
学
研
究

戸ムー・ノ、



ζ

こ
で
は
、

利
潤
率
低
落
法
則
の
統
計
的
検
証

佐
藤

ギ
ル
マ
ン
の
使
っ
て
い
る
統
計
自
体
に
つ
い
て
、
統
計
方
法
そ
の
も
の
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
資
料
の
関
係
上
、
不
可
能

一
八
八
九
年
か
ら
一
九
一
一
一
九
年
ま
で
、

同
じ
合
衆
国
製
造
工
業
セ
シ
ナ
ス
を
利
用
し
て
、
利
潤
率
を
計
算
し
て
い
る
労
働
調
査

な
の
で
、

e

協
会
の
「
ア
メ
H
ノ
カ
資
本
主
義
の
趨
勢
」
と
対
比
し
て
み
よ
う
。

労
働
調
査
協
会
の
利
潤
率
の
計
算
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。

車
u
q

口
言
爵
i
跡
ゆ
日
当
盟
社
1

円
。
画
稿
糊
(
仇
」
で
4
V
¥
応
)
誇
遡
」
分
、
官
爵
)

乙
の
利
潤
お
よ
び
間
接
費
を
、

一
九
三
九
年
の
剰
余
価
値
率
を
一
O
O
%
と
「
仮
定
」
し
て
、
「
利
潤
お
よ
び
間
接
費
M

を
剰
余
価
値
と

ハ4
V

一
八
八
九
年
い
た
る
各
年
次
を
計
算
す
る
。

間
接
費
が
等
し
い
割
合
を
も
っ
と
「
仮
定
」
し
て

第 8表

利潤率

(%) 
議zazi 剰TZ;~~;I次年

13.1 

13.3 

13.0 

14.1 

12.5 

71 

84 

85 

94 

5.44 

6.33 

6.52 

6.71 

1889 

1899 

1899a 

1904 

91 7.30 1909 

11.0 

11.7 

9.8 

11.9 

86 

86 

7.84 

7.32 

1914 

1919 

77 7.85 1921 

83 6.98 1923 

12.3 

13.1 

14.9 

91 

94 

106 

7.39 

7.16 

7.10 

1925 

1927 

1929 

12.6 105 8.32 1931 

11.2 107 9.53 1933 

11.3 90 7‘95 1935 

12.5 87 6.97 1937 

13.4 

固
定
不
変
資
本
は
「
土
地
を
含
む
固
定
資
産
の
価
額
」

が
と
ら
れ
て
い
る
。
(
ギ
ル
マ
ン
は
、
こ
れ
は
過
少
評
価

92 

さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
時
価
の
再
生
産
費
に
計
算
し
な

100 

お
す
と
と
も
に
土
地
価
格
を
一
五
%
と
み
て
差
引
い
て

い
る
。
)

資
本
の
有
機
的
構
成
は
(
q
+
町
志
で
あ
ら
わ
す
。

こ
の
よ
う
な
計
算
方
法
に
よ
れ
ば
一
八
八
九
年
か
ら

7.48 

一
九
三
九
年
ま
で
の
資
本
の
有
機
的
構
成
、
剰
余
価
値

率
お
よ
び
利
潤
率
は
第
八
表
の
よ
う
に
な
る
。

1939 

ζ

の
表
で
は
、
資
本
の
回
転
の
問
題
が
無
視
さ
れ
て

い
る
が
、
利
潤
本
の
連
動
は

五
0
年
間
の
前
半
に
お



い
て
軽
微
な
低
落
が
み
ら
れ
る
が

一
九
ニ

0
年
代
お
よ
び
一
ニ

0
年
代
に
お
い
て
は
、

一
九
二
五
年
を
五

0
年
間
の
ピ

l
ク
と
し
て
、

あ
る
程
度
安
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
過
去
ニ

0
年
聞
に
お
い
て
利
潤
率
の
低
落
が
一
見
逆
転
し
た
よ
う

に

見

え

る

。

乙

の

よ

う

に

労

働

調

査

協

会

は

結

論

す

る

。

.

ギ
ル
マ
シ
の
計
算
と
比
較
す
る
と
、
労
働
調
査
協
会
の
計
算
は
、
資
本
の
回
転
の
問
題
に
お
い
て
極
め
て
単
純
化
さ
れ
て
い

さ
て
、

る
。
ギ
ル
マ
シ
は
フ
ロ
1
基
準
の
計
算
方
法
(
第
二
表
、
第
三
表
)

に
く
ら
べ
て
、
ス
ト
ッ
ク
基
、
準
の
計
算
方
法
(
第
四
表
)
の
方
が
よ

り
マ
ル
ク
ス
の
概
念
に
適
合
す
る
と
考
え
て
い
る
が

ス
ト
ッ
ク
基
、
単
に
お
い
て
も
、
流
動
資
本
は
、
流
動
不
変
資
本
と
し
て
の
原
料
材

料
の
在
庫
し
か
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
。
流
動
資
本
と
し
て
の
可
変
資
本
は
殆
ん
ど
無
視
し
う
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
で
計
算
は
不

正
確
に
は
違
い
な
い
が
、
労
働
調
査
協
会
の
計
算
よ
り
は
現
実
に
合
致
す
る
と
思
わ
れ
る
。

価
償
却
骨
℃
円
。
円
山
田
広
O
口
、
減
耗
償
却
門
同
0
1
0
片
山
。
ロ
お
よ
び
ア
モ

I
チ
ゼ

l
v
ョ
シ
を
計
算
し
て
い
る
が
、

利
子
、
修
繕
費
、
地
代
お
よ
び
税
金
を
「
合
法
的
な
間
接
費
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
利
子
、
地
代
、

剰
余
価
値
に
含
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

労
働
調
査
会
は
減
価
償
却
費

- 93-

つ
ぎ
に
、
利
潤
と
間
接
費
と
の
聞
に
一
定
の
割
合
を
設
け
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ギ
ル
マ
シ
は
厳
密
な
意
味
で
の
費
用
を
な
す
減

お
よ
び
税
金
な
ど
は
明
ら
か
に

(3) 

最
後
に
、

ギ
ル
マ
シ
の
計
算
し
て
い
る
不
生
産
的
支
出
の
問
題
が
あ
る
。
ギ
ル
マ
シ
の
指
適
す
る
「
見
せ
か
け
の
実
現
費
用
」
は

理
論
的
に
は
剰
余
価
値
か
ら
の
「
空
費
」
を
な
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ギ
ル
マ
シ
の
計
算
は
現
実
の
資
本
家
に
と
っ
て
利
潤
率
を

措
き
だ
す
点
に
お
い
て
意
味
が
あ
ろ
う
。
現
実
の
資
本
家
に
と
っ
て
は
費
用
な
ら
ざ
る
も
の
も
費
用
と
し
て
現
象
す
る
。
し
た
が
っ
て
資

本
家
に
と
っ
て
、
利
潤
率
は
、
白
河
町
l
T
N
M
)

で
は
な
く
て
、
(
的
i
N
h
)

守
+
?
?
主
と
し
て
観
念
的
に
計
算
さ
れ
る
。

は
剰
余
価
値
の
総
額
を
総
投
下
資
本
で
割
っ
て
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

f
f
H
Z閥
均
こ
ま

H
d司
主

7
ヵ
t
z
N町
l

l
来
、
」
刊
号

経
済
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し
か
し
利
潤
率
低
落
法
則
の
統
計
的
検
証

佐
ï~ 

一
九
一
九
年
以
降
に
お
い
て
、
何
故
、
技
術
的
進
歩
が
資

こ
こ
で
の
問
題
は

本
の
有
機
的
構
成
を
高
度
化
さ
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
利
潤
率
の
低
落
を
生
じ
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
乙
ζ

で
は
、
ギ
ル
マ
シ
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
独
占
の
成
熟
の
要
因
が

重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
た
が
っ
て
、
独
占
利
潤
を
統
計
に
お
い
て
い
か
に
把
握
す
る
か
、

国
家
に
よ
る
祖
税
の
再
分
配
を
通
じ
て
の
価
値
の
実
現
、

ま
た
、
固
定
資
本
の
特
別
償
却
に

よ
る
過
少
評
価
、
な
ど
が
他
の
統
計
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
こ

資本形成

第 9表

次年

14.8 1894-1903 13.7 1869-1878 

13.6 1899-1908 14.4 J874-1883 

13.1 

13.0 

11.4 

10.2 

1904-1913 

1909-1918 

14.6 

16.1 

1876-1888 

1884-1893 

1914-1923 

1919-1928 

6.0 

16.2 1889-1898 

アメリカの労働力の年増加率(%)第四表

年増加~~1月から 1月まで

3.0 

3.0 

2.2 

2.5 

1.3 

1869-1879 

1879-1889 

1889-1899 

1899-1909 

1909-1919 

1.4 

1.2 

1919-1929 

1929-1939 

表

1929年 1936年 1948年 1957年

総労働力人口 49440 55600 62898 70746 

(100) (100) (100) (100) 

不生底的雇用 14285 15697 23291 30509 

その百分比 (28.8) 位8.2) (37.紛 (43.2) 

住底的庭用 35155 39903 39607 40237 

その百分比 (71.2) (71.紛 (63.0) (56.8) 
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11 第



れ
ら
の
問
題
を
詳
論
す
る
余
裕
を
も
た
な
い
が
、
利
潤
率
の
傾
向
的
低
務
の
法
則
は
、
長
期
的
な
傾
向
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
労
働
の
生
産
力
の
増
大
が
、
不
変
資
木
の
般
加
に
比
し
て
可
変
資
本
の
相
対
的
減
少
と
し
て
表
わ
れ
、
そ
れ
が
利
潤
率
の
低
落
と

な
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
ζ

で
、
可
変
資
本
は
労
働
者
数
の
指
標
と
し
て
示
さ
れ
る
。
ギ
ル
マ
シ
は
、
次
の
よ
う
な
統
計
を
挙
げ

て
い
る
。
(
第
九
表
お
よ
び
第
一

O
表
)

ま
た
、
総
労
働
力
を
生
産
的
一
雇
用
と
不
生
産
的
一
雇
用
に
分
け
る
と
、
第
一
一
表
が
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
統
計
は
、
不
変
資
本
の
増
加
に
く
ら
べ
て
可
変
資
本
の
指
標
た
る
生
産
的
労
働
者
数
の
増
加
が
と
も
な
わ
な
い
乙
と
を
明

ら
か
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

か
く
し
て
、
利
潤
率
の
傾
向
的
低
務
の
法
則
は
、
資
本
制
的
蓄
積
の
進
行
と
と
も
に
労
働
者
を
ま
す
ま
す
相
対
的
に
不
用
に
す
る
と
い

う
「
蓄
積
の
一
般
法
則
」
か
ら
の
当
然
の
帰
結
に
他
な
ら
な
い
乙
と
を
示
し
て
い
る
。

(1) 

冨

2
M
h
m
H
-
P
9・
m
-
N
S・
〈
m
刊
日
・
沼
恒
吋

H
U
S
H由
。
司
山
田
口
容
四
時
品
目
ロ
冨
由
V
3
2
Z
-
Z血肉・
4
0
口
問
自
己
閃

g
g
w
H・出品・
H
H
・
4
0
ロ・日

-
mけロ
2
m
F
ユ

】戸由
N
H
w
m
・
H
4
u
・

上
杉
正
一
郎
・
資
本
論
と
統
計
(
『
講
座
資
本
論
の
解
明
』
第
四
分
冊
、
一
九
二
頁
参
照
)
。
ぐ

mu-
民
円
高
同
一
片

Z
O江
田
口
出
ぴ
包
含
ロ
露
出
F
2
2
ユ-

出品・

H
F
4
0
ロ
-
N
W

∞-
N
O
ω

・

沼
号
阿
山
口
盟
関
与
広
包
-
E
-
H
H
H
-
m
・
8
・
乙
こ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
の
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
つ
ま
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

!
i「
自
分

自
身
の
事
業
に
つ
い
て
ζ

ん
な
計
算
を
し
よ
う
と
思
い
つ
く
資
本
家
は
お
そ
ら
く
、
わ
ず
か
に
す
玄
な
い
か
ら
、
統
計
は
、
社
会
的
総
資
本
中
の
不
変

部
分
と
可
変
部
分
と
の
比
率
に
つ
い
て
殆
ん
ど
絶
対
に
泌
歎
す
る
。
た
だ
ア
メ
リ
カ
の
国
勢
調
査
だ
け
は
、
今
日
の
事
情
の
も
と
で
可
能
な
こ
と

1
ー

を
各
事
業
部
門
で
支
払
わ
れ
た
労
賃
総
額
と
獲
得
さ
れ
た
利
潤
総
額
を
、
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
産
業
家
た
ち
自
身
の
無
統
制
な
報
告
だ
け

に
も
と
ず
く
の
で
不
評
判
だ
と
は
い
え
、
し
か
も
修
め
て
貴
重
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
対
象
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
の
も
つ
除
一
の
資
料
で
あ
る
。
」

H
L
戸ぴ
O
司
判
。
田
冊
目
吋
ロ
y
h
r国
間

O
ロ
釘
氏
。
ロ
ペ
吋

g
p島
田
町
ロ

krg由
民
ロ

p
u
C担問)円け回目白血
g
・
沼
田
名
J

円。ヨ司・

SA肝
myMV-u・印品
lg-

の口日

HHH但ロ一

o
u・ロ日け
-
w

匂・

2
・

H
L
担ゲ
O
司
切

8
8
2
y
k
r
g
o
a
p己
ロ
ロ
u

。H
V

・。日け
-u
】ゼ・

S
I
g
-

(2) (3) (6) (5) (4) 
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利
潤
率
低
落
法
則
の
統
計
的
検
証

佐
藤

(8) (7) 

F
回目】
O
吋
何
冊
間
四
胆
M
X
H
V

〉回田一
O
ロ
山
由
民
。
ロ
U
O
H
】・ロ一件
-
-
M
)

・
21・

F
回目】
O
吋
切

g
o担
吋
ロ
『
〉
回

m
o
a
s
z
E
山
O
℃・白山

F
M
V・
R-
「
地
代
と
利
子
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
他
の
資
本
家
の
手
に
は
い
り
、
製
造
業
者
の
手

に
は
残
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
支
出
は
製
造
工
業
に
お
い
て
生
ず
る
剰
余
価
値
の
一
部
を
な
す
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
こ

で
も
製
造
工
業
に
残
る
剰
余
価
値
の
み
を
計
算
す
る
と
い
う
や
り
方
を
ま
も
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
地
、
代
利
子
さ
ら
に
祖
税
ま
で
も
『
経
費
』
と
し
て

控
除
す
る
と
い
う
資
本
家
的
慣
習
に
し
た
が
う
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
但
し
書
が
つ
い
て
い
る
。

(
O
匂・ロ広・
M
M
M

・
臼
)

阿
部
利
良
・
剰
余
価
値
率
、
利
潤
率
、
利
益
率
、
『
経
済
論
議
』
昭
和
二
八
年
二
一
月
、
お
よ
び
同
民
、
企
業
利
益
計
算
の
課
題
、
『
経
済
評
論
』
昭
和

三
一
一
一
年
一

O
月
号
参
照
。

沼
田
司
岡
山

Jgg江
田
口
口

HURag
鼠
o
y司
4
2
2・∞
P
H
H
・"吋
O
M
-
-
M
S

∞
-

M
宏
・
「
わ
れ
わ
れ
が
資
本
制
的
生
産
の
発
展
過
程
に
お
け
る
利
潤
率
の
低
務

の
法
則
を
論
拘
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
利
潤
を
剰
余
価
値
の
総
量
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
乙
の
剰
余
価
値
は
、
の
ち
に
は
な
お
貨
幣
貸
付
資
本
家
ハ
利

子
)
や
土
地
所
有
者
ハ
地
代
)
に
も
分
配
せ
ら
る
べ
き
に
も
せ
よ
、
ま
ず
も
っ
て
産
業
資
本
家
が
強
奪
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ζ

乙
で
は
利
潤
率

は
澄
妙
車
部
¥
感
弊
路
坊
に
等
し
い
。
」

。ロ-
B
Rロ
h
o℃
・
口
広
-
w
M〉
}
Y
H日
目
I
H
N
叶・

末
永
降
甫
一
編
・
戦
後
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
分
析
、
一
一
三
七
一
良
第
一
一
二
表
よ
り
。
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(9) 目的問問

五
、
む

ナ

び

以
上
の
吟
味
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
ギ
ル
マ

γ
の
労
作
は

資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
利
潤
率
の
運
動
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
問
題
点
を
含
む
と
は
い
え
、
従
来
の
研
究
に
く
ら
べ
て
、

よ
り
豊
富
で
よ
り
正
舷
な
現
実
の
「
近
似
値
」
を
提
供
し
て
い
る
。
し
か
も
、

九
一
九
年
以
降
、
資
本
の
有
機
的
構
成
が
な
ぜ
高
度
化
せ
ず
、

し
た
が
っ
て
利
潤
率
が
低
落
し
な
い
か
、
と
い
う
問
題
を
事
実
に
も
と
づ

い
て
提
出
し

乙
れ
に
解
答
申
ケ
」
与
え
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

乙
の
点
乙
そ
、
わ
が
国
の
経
済
学
界
の
現
実
を
顧
み
る
と
き
、
大
き
な
問
題

を
投
げ
か
け
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
。

ギ
ル
マ
シ
の
解
答
は
不
生
産
的
支
出
の
問
題
を
、
こ
の
法
則
に
と
り
い
れ
て
「
再
定
式
化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
決
し
た
よ
う
に



み
え
る
が
、
独
占
利
潤
の
運
動
は
ζ

れ
で
説
明
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
ζ

こ
で
は
、
平
均
利
潤
の
止
揚
に
つ
い
て
の
問
題
が
考

慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

い
わ
ゆ
る
「
最
大
限
利
潤
の
法
則
」
と
平
均
利
潤
、
さ
ら
に
そ
の
変
様
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
独
占
利
、
調

と
の
関
係
が
、
も
っ
と
具
体
的
に
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お

ギ
ル
マ
シ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

こ
の
法
則
の
運
動
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
点
の
吟
味
は
他
日
を
期
し
た

い。

経
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学
研
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